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2009年度がスタートしました。みなさんの学校では、新入生が希望に胸に入

学式に臨んだことと思います。私たち事務職員部常任委員会も、新たな気持ちでさ

まざま課題に積極的にとりくんでまいります。

私の勤務校は、今年度より改築工事が始まります。3月26・27日に、仮設校

舎へ引っ越しました。例年の年度末・年度始でも大変忙しいわけですが、今年は特

に忙しい日々が続いています。今回の改築に伴う一連の仕事を通じ、学校づくりに

は、全教職員の協同が必要不可欠なここを改めて確認しました。また、区教委との

さめ細がい打ち合せ、保護者・地域住人への説明の大切さも痛感しました。一方、

通常の仕事のはが、改築に伴うさまざまな仕事が加わりましたが、区費事務職員の

配置や臨時職員の賃金追加措書もなく、現場への仕事の「押しつけ」を、当然のこ

とのように求める区教委には不満を感じています。「いい仕事」をするためには、

現在のような「現場のがんばり」頼りには限界が見えています。早急な改善のため

にも、労働組合の存在がますます重要になっています。

さて、昨年度1年をかけて作成した「パンフ」は、学校事務職員の労働条件改善

や、子ともを中心にした学校づくりに学校事務職員がどのようにががわるがなと、

多くの内容を含んでいます。今年度は、事務職員部の活動を通し、「パンフ」の内

容毎改善・充実させてゆきます。そして∴ひとりでも多くの仲間を都教組事務職員

部に迎えたいと思います。
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